
高精度LLMシステム

ご紹介資料
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「Super RAG」について
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様々なナレッジ活用の悩み

社内規定、技術情報を

効率よく検索したい

問い合わせ対応を

もっと迅速にしたい

表や図を含む文書

膨大な情報から、

適切な資料を作成したい

様々なフォーマットの文書

大量かつノイズの多い文書

Super RAGとは、表や図などを含む複雑
な非構造ドキュメントを大量に取り込み、
LLM（大規模言語モデル）による高精度な
回答を生成可能にするマルチモーダル対応
のAIプロダクトです。

なら複雑な文書からも

高精度な回答生成 ノーチューニングで で可能に

図表を含む多種多様な

非構造化データを解析し利用可能に

ノーチューニングで高精度なので

低コストで高ROIの業務改善

高精度かつ汎用性の高い独自

文書解析技術により、様々なド

キュメントを扱う少量多品種な業

務でもRAG活用が可能に

グラフデータベースを利用した独自

検索システムを採用し、大量の

データからの高精度な検索

一般的なRAGを使用した場合、約40%の精度で

あったタスクで、「Super RAG」ではノーチューニングで

90%超の精度

同一RAGシステムでの横

展開により、導入・運用コ

ストを抑えながら、業務効

率化と迅速化を実現

Super RAGとは
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一般的なRAG (Retrieval-Augmented Generation)

RAGとは、LLMが持つ知識を補うため、外部の知識リソースをコンテキストとして活用することで
LLMが生成する回答の質と範囲を向上させるAIフレームワークを指し、社内ドキュメントを活用した回答が
生成できることからLLMの業務利用においては必要不可欠なシステムであると考えられている
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RAGの各AIプロセスの役割と課題
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RAGによる回答精度の低下は、①データ加工（前処理）、②検索、③推論・回答生成の各プロセスに起因する

検索

・非構造データを

検索可能な状態に変換
（チャンキング、ベクタライズなど）

・図表が含まれる場合に適切な
分割（チャンキング）と構造化が困難

・ユーザーのクエリに関連する
情報（チャンク）を検索

・意味的類似性に基づいて

最も関連性の高い情報を特定

（リランキング）

・対象データに類似テキストが大量に 含ま
れる場合の検索精度の低下

・検索結果と元のクエリを組み
合わせて、適切な回答を生成

・回答生成結果の安定化

・ユーザが作るプロンプトの品質

※意図や背景情報の欠如

推論・回答生成

役割

課題

検索データ加工（前処理)
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RAGの各AIプロセスの役割と課題
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RAGによる回答精度の低下は、①データ加工（前処理）、②検索、③推論・回答生成の各プロセスに起因する

Super
RAG

・独自ドキュメント構造解析技術により 自動
的に図表を含む文書を構造化

・個別にメタデータの付与

・グラフ構造およびメタデータに
基づいた検索により検索精度を向上

・個別ユースケースに応じた
推論およびプロンプトの
最適化を実施

検索

・非構造データを

検索可能な状態に変換
（チャンキング、ベクタライズなど）

・図表が含まれる場合に適切な
分割（チャンキング）と構造化が困難

・ユーザーのクエリに関連する
情報（チャンク）を検索

・意味的類似性に基づいて

最も関連性の高い情報を特定

（リランキング）

・対象データに類似テキストが大量に 含ま
れる場合の検索精度の低下

・検索結果と元のクエリを組み
合わせて、適切な回答を生成

・回答生成結果の安定化

・ユーザが作るプロンプトの品質

※意図や背景情報の欠如

推論・回答生成

役割

課題

検索データ加工（前処理)
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Super RAG システム概要図

独自エージェント
システム

推論技術、
プロンプト最適化等

UI
（ブラウザ経由）

大規模言語モデル
（GPT-4o）

2

1
2

プロンプトを元に参照
ドキュメントを検索

3

5

データソースのプレビュー/
ダウンロード

Blob Storage

PDFファイル
格納データベース

独自データ加工システム
独自ドキュメント解析技術

による構造化等

PDF等

43

プロンプト

回答生成

Private cloud on Microsoft Azure（個社単位）

独自検索システム
Hybrid検索およびグラフ

構造の活用

Azure外部のAPI接続
• Azure OpenAI API
• Azure Document 

Intelligence
• Azure OpenAI Embedding
• Cohere rerank

参照データの
アップロード

1

• IPホワイトリスト
• 2要素認証

回答

※当社の100％子会社に所属する開
発者が開発・保守運用の段階で左記
のプライベートクラウドへ
海外（ベトナム）よりアクセス
する可能性がございます。

大規模言語モデル
（GPT-4o）

API-Key認証 API-Key認証 API-Key認証
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Super RAGが得意とする参照元ドキュメント
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汎用的で精度の高いドキュメント解析技術が求められるような、多数のページが含まれ1ページの中に様々なタイプの
コンテンツが含まれる複雑性の高いドキュメントにおいて、一般的なRAGシステムと比較し高い回答精度を出すことが多い

▼参照元ドキュメントイメージおよび回答生成例
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RAGにおけるチャンキングの仕組み
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チャンク1

チャンク2

チャンク3

チャンク4

チャンク5

チャンク1
(0.12, 0.34, 0.62, …)

チャンク2
(0.52, 0.84, 0.22, …)

チャンク3
(0.17, 0.54, 0.62, …)

チャンク4
(0.88, 0.43, 0.96, …)

チャンク5
(0.38, 0.35, 0.59, …)

チャンク1
(0.12, 0.34, 0.62, …)

チャンク2
(0.52, 0.84, 0.22, …)

チャンク3
(0.17, 0.54, 0.62, …)

チャンク4
(0.88, 0.43, 0.96, …)

チャンク5
(0.38, 0.35, 0.59, …)

ドキュメント チャンキング ベクトル化 検索

ドキュメントをそのまま扱うと情報が多すぎて効率が悪く、関連性の高い情報を特定するのが難しい。
チャンキングにより文書を小さな意味のあるチャンク（断片）に分割することで、関連性のある情報を効果的に
取り出しやすくなる。情報のノイズ除去による精度向上や計算負荷低減の意味もある。

ドキュメントを、チャンク（塊）に分ける ユーザーが入力した質問文等の
ベクトル値に最も近いチャンクを

プロンプトに投入
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Super RAGの技術 – グラフ形式で文書内関係性を構造化
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• 一般的なRAGでは、テキスト間の意味的な類似性を利用したベクトル検索を行うが、文字列が類似した
無関係なコンテンツを検索してしまうケースが多い

文書をコンテンツ単位で分割・分類 コンテンツ同士の関係性をグラフとして構造化

• Super RAGでは、文書構造を解析した上でコンテンツ単位に分割・分類したうえで、各コンテンツ同士の関係をグラフ形式で構造化し
てデータベースへ格納することにより、コンテンツ間の関係性を利用した検索を行うことで精度向上を実現
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Super RAGの技術 – 構造を見て適切なチャンクサイズで切り分け・メタデータ付与
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• 一般的なRAGでは一律のチャンクサイズで切り分けてしまうため、構造が破壊され、プロンプトに不必要な情報が入ったり、逆に必要な情報が
入らないことが多く、精度低下の原因となる

3つの表を1つの表と認識した上で同じ
チャンクサイズで分割するため構造が破壊される

3つの表をそれぞれ認識した上で意味のある区切りでチャン
クに分割するため構造をキープできる

• Super RAGでは前ページのようにコンテンツに分けた上で、適切なチャンクサイズで切り分け、適切なメタデータを付与する

元ドキュメント 一般的なRAGシステム
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Super RAGの技術 –コンテンツタイプに合わせたデータチャンキング技術
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• ドキュメント内の図やグラフ、フローチャートなどは、GPT-4oなどの画像認識対応LLMを使ってテキストデータ化（要約）し、チャンク化
している。
この際、独自のドキュメント解析で得られた周辺情報や図の種類に合わせてLLMにヒントを与えるため、
単純な要約よりも検索や回答生成に適したテキスト化が実現可能。

画像認識可能なLLMによる
(GPT-4o、Gemini1.5等)
画像のテキスト化（要約）処理

チャンク
（要約Text＋対象画像）

Text typeA

Text typeA

Text typeB

Text typeA

Text typeA
Text typeC

Text typeA

Text typeA

Text typeE

• テキスト化対象の 画像コンテンツ
• コンテンツタイプに合わせた要約プロンプト
• 周辺情報 （関連するパラグラフ等）

ドキュメント解析（分割分類）イメージ図

Flowchart typeC
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タグ設定

Super RAGの技術 – メタタグ機能（3月実装予定機能）
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• より大規模なデータを活用したいお客様に向けて、関連情報の検索性向上のためプロンプトベースでファイルまたは
コンテンツ（チャンク）に対して記載内容に応じた任意のメタ情報を自動的にタグ付けする機能を実装している

• メタタグを利用した回答生成および検索フィルタリングが可能となり、より大規模なデータを利用したRAG構築が可能

[提案書: True]
[インシデント: Minor]
[プロジェクト: ABC]

[報告書：True]
[インシデント: Critical]
[プロジェクト: DEF]

[報告書: False]
[インシデント: others]
[プロジェクト: GHI]

インシデントがCriticalの報告書の中から類似の事故
での原因と対策について教えて。

「インシデント：Critical」である「報告書」の中から類似
の事故を提示します。

■類似の事故１

・ 概要：・・・

・ 原因：・・・

・ 対策：・・・

■類似の事故２

・・・

タグ付与のプロンプト設定例 タグ付与されたファイル 利用イメージ
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回答生成における利用イメージ

• ドキュメント単位・チャンク単位で任意のタグ付与が可能なため、例えば契約書においてリスク判定するプロンプトを
設定することで、各チャンクに対して自動的なタグ付与を行う。
これにより回答生成において、リスクレベルに対応した回答生成を実現

Super RAGの技術 – メタタグ機能による契約書確認の例
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チャンク1 [法的リスク：低]

チャンク2
[法的リスク：高]
[関連法規： 民法第415
条]

チャンク1 [法的リスク：中]

「法的リスク:高」の箇所を抽出し、対応案を教えて。

リスク高の条項は以下の4項目です。それぞれの対応案を記載
します

・ 第○条△項、・・・

■第○条△項

・ リスク内容：・・・

・ 対応方法：・・・

■第・・・

タグ付けされたメタ情報のイメージ（チャンク単位）
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Super RAGの技術 – AIアシスタント作成機能（3月以降実装予定）

• 最短5分で誰でも簡単に、関連ドキュメントの紐づけと簡単な初期設定の入力だけで、個別ユースケースに対応した
AIアシスタントを構築

• Super RAGのドキュメント解析AI及び独自検索システム・推論システムを利用することで、
細かなAIモデルの調整をすることなく、簡単に実務上有効なマルチモーダルなAIアシスタントシステムを作ることが可能

15



Super RAGの活用ご提案について

16
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Super RAG利用プラン

シナモンAI環境 (Azure)か、お客様クラウド環境 (Azure)にてお使いいただけます。
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Super RAG利用プラン

初期導入費用に＋αで、精度向上可能性の検証や導入のアドバイザリーを実施する検証パッケージもご提供いたします。



ご提案｜Super RAG 検証パッケージについて

19
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RAG構築済み企業における課題

• 大手企業を中心にRAGの試験導入が進んでいるが、精度面で満足できていないユーザーが多い

• RAGを活用したシステムの精度向上においては、個別ユースケースごとに各種パイプラインをチューニングする

など技術的な実現性及びROI観点から横展開が困難となる懸念が大きい

• 汎用性の高い外部技術を取り入れて全般的な精度を向上したいが、開発が進んでいる

RAGシステムの全面リプレースは困難

20

• 既存のアプリケーション機能を活かしつつ、Super RAGの各種AIシステムを利用できる仕組みを低コスト、

短期間（1か月程度）で性能検証、仮運用できるパッケージをご提供

• 弊社Super RAGの技術的優位性を仮運用にてご確認頂いた後、本格的な導入を検討いただくことを想定しております

課題

ご提案
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2種類の検証方法に対応した検証パッケージをご提供

21

1つのパッケージで、Super RAGのAPIとフル機能アプリケーションの両方をご利用いただけます

API利用

貴社で構築済みのRAGシステムからAPI経由で

Super RAGのバックエンド機能をご利用いただけます。

< API利用を推奨するお客様 >

- 既存のフロントエンド、データ連携機能、管理機能などを流用

したい

- 連携方法をカスタマイズしたい

（例：貴社にてロギング機能を追加する等）

- APIを使うための貴社システム改修が負担にならない

アプリケーション利用

フロントエンドとバックエンドを含む完全な

アプリケーションをご利用いただけます。

UI上で簡単にお客様の業務データをアップロードし、

各種ユースケースの検証を実施いただけます。

< アプリケーション利用を推奨するお客様 >

- RAG未導入または導入済みだが並行利用が許容できる

- 少しでも早く試したい

- カスタマイズが必要ない

- APIを利用するための貴社システム改修を避けたい
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API利用｜利用イメージ

ハイブリッド概念
検索モジュール

高度チャンク化
モジュール

レイアウト分析
モジュール

セマンティック
マーク

ダウン変換モジュール

グラフ拡張検索
モジュール

その他Layer（VectorDB等）

Super RAG API

貴社RAGシステム

貴社RAGから接続するためのアダプタ

内部モジュール間の連携は弊社側で管理し、貴社RAGから
Super RAG APIを経由してIndexing、Retrival機能をご利用
いただきます。各モジュール間の依存性を確認、改修する必要が
無いため、低コスト、短期間でご提供可能です。貴社RAGシステ

ムの改修範囲を最小限に抑えることが出来ます。

< Indexing/Retrieval APIの入出力 >
• Indexing

• 入力: Super RAGに登録するファイル、追加対象Index ID
• 出力: ファイルID

• Retrieval
• 入力: クエリ、検索対象Index ID and/or ファイルID
• 出力: クエリに関連性が高いチャンク

Super RAGIndexing Retrieval

Etc.

22

貴社アプリケーションからSuper RAGのIndexing/Retrieval APIを呼び出してご利用頂きます
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API利用｜RAG併用イメージ 1/4

23

貴社RAGとの併用イメージ

A) 切り替え
B) 並列処理（二重推論） ※チャンク検索→双方の検索結果で別々にLLM推論
C) 並列処理（統合推論） ※チャンク検索→双方の検索結果をRerankingで統合→LLM推論

パターン 使い勝手 インフラ費用 備考

A) 切り替え
×

各タスク、ファイル特性に最適な
パイプラインの選択基準が曖昧

〇
二重処理を行わない為、
インフラ費用は節約可能

ファイル登録を二重に行うと一定
のコスト増加が発生（インフラ費
用→△）

B) 並列処理（二重推論）

〇
各タスク、ファイル特性を意識す
る必要は無く、2つの推論結果

を比較可能

×
ファイル登録、検索の全ての処

理を二重に行うため、
インフラ費用が二重に発生

C) 並列処理（統合推論）

△
各タスク、ファイル特性を意識せ
ずに利用できる点ではBと同じだ

が、推論結果は1つのみ

△
ファイルの二重登録は必須だが、

LLM推論は1回のみ

貴社にて結果を統合する
Rerankingの実装が必要
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API利用｜RAG併用イメージ 2/4

貴社RAG
フロントエンド

貴社Indexing 貴社Search

シナモン
Indexing

シナモン
Search

貴社VDB

検索

ファイル登録
貴社LLM
インターフェス

シナモン
VDB

貴社LLM
回答

A) 切り替えパターン

導入済みRAG環境

Super RAG環境

24

タスクやファイル特性に応じて最適な
パイプラインを貴社アプリケーション上で

選択し、一方のみ利用します。
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導入済みRAG環境

Super RAG環境

API利用｜RAG併用イメージ 3/4

貴社RAG
フロントエンド

貴社Indexing 貴社Search

シナモン
Indexing

シナモン
Search

貴社
VDB

検索
貴社LLM
インターフェス

シナモン
VDB

貴社LLM 回答A

B) 並列処理（二重推論）

回答B

25

Indexing、Searchを並行で実施し、それぞれのSearch
結果（関連チャンク）をLLMに渡して

2つの推論結果を取得します。
ユーザーは2つの結果を比較して最終結論を出します。

ファイル
登録
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導入済みRAG環境

Super RAG環境

API利用｜RAG併用イメージ 4/4

貴社RAG
フロントエンド

貴社Indexing 貴社Search

シナモン
Indexing

シナモン
Search

貴社
VDB

検索

ファイル登
録

貴社LLM
インターフェス

貴社LLM
回答

C) 並列処理（統合推論）

Reranking

26

Indexing、Searchを並行で実施し、
それぞれのSearch結果（関連チャンク）を

貴社システム上でRerankingで1つに統合してから
LLMに渡して推論します。

シナモン
VDB
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アプリケーション利用｜主要機能

機能 説明

チャットUI アップロードしたファイルを対象に、チャット形式でQ&Aや内容の分析、抽出などを行うことが出来ます。

ファイルアップロード Q&Aの対象となる業務マニュアル、論文、契約などの文書をアップロードし、インデックスを作成します。

ファイル・グルーピング
ファイルを種類別や目的別にグルーピング出来ます。例えば「業務マニュアル」、「製品マニュアル」、「契約
書」などを分けて登録し、チャット画面で対象を絞り込むことが出来ます。

ファイル共有 ファイル・グループ毎に作成者のみが使用可能とするか、ユーザー間で共有するか設定できます。

AIアシスタント作成機能
管理者が特定の処理に特化したAIアシスタントを作成し、ユーザーに共有することが出来ます。ユーザー
は簡単な操作でAIアシスタントを呼び出して利用できます。

アカウント管理 管理者と一般ユーザーのアカウントを作成、編集、削除できます。

アプリケーション設定
利用するLLMモデル、エンベディングモデル、検索チャンク数、Reasoningアルゴリズムなどの設定が可能
です。

27
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アプリケーション利用｜アプリケーションの画面イメージ 1/4

チャット画面

*画像は現行バージョンのUIです。ご提供時のUIとは異なる場合がございます。

28
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アプリケーション利用｜アプリケーションの画面イメージ 2/4

チャット内ファイルアップロード画面（ユーザーアカウント）

*画像は現行バージョンのUIです。ご提供時のUIとは異なる場合がございます。

29
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アプリケーション利用｜アプリケーションの画面イメージ 3/4

アップロード済みファイル確認画面（ユーザー画面）

*画像は現行バージョンのUIです。ご提供時のUIとは異なる場合がございます。

30
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アプリケーション利用｜アプリケーションの画面イメージ 4/4

アップロード済みファイル確認・ファイルアップロード画面（管理者アカウント）

*画像は現行バージョンのUIです。ご提供時のUIとは異なる場合がございます。

31
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検証用パッケージの仕様

仕様 弊社クラウド提供 貴社クラウド提供

API 〇

Webアプリケーション 〇

対応クラウド環境 Microsoft Azure

インストール・タイプ 貴社専用シングルテナント

インストール 弊社にて実施

対応ファイル形式 .png, .jpeg, .jpg, .tiff, .tif, .pdf, .xls, .xlsx, .doc, .docx, .pptx, .csv, .html, .mhtml, .txt

1ファイル当たりのデータサイズ上限 500MB

1ファイル当たりの取り込みToken数上限 無し

必要な外部サービス

IDP Azure Document Intelligence

Embedding Azure OpenAI Embedding

Reranking Cohere Rerank

LLM Azure OpenAI

文書 API文書 〇

セキュリティ IPアドレス制限 〇
貴社Azure管理者が

設定可能

処理能力

同時接続数 TBD TBD

ページ処理数 TBD TBD

質問数 TBD TBD

検証期間 1ヶ月間※検証期間の延長は応相談

検証期間内の稼働時間
平日8:00-20:00

※時間延長は応相談
貴社Azure管理者が

設定可能

32
*各要件について、本番運用においては、個別要件に合わせたカスタマイズ開発も可能です
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継続利用開始
＊個別見積

検証後の利用イメージ

ソフトウェア
利用契約締結

33

検証後は、ソフトウェア利用契約を締結することで継続的な利用が可能です

■継続利用時のランニング費用について

検証期間
（１ヶ月間）

※継続利用時に弊社環境からお客様ご契約のクラウド環境へ移行することも可能です

検証に関する
業務委託契約締結

※下記より個別にお問い合わせください

お問合せはこちら

お問合せはこちら

https://contents.cinnamon.ai/contact/inquiry?__hstc=198680944.6eacd1ab434a48b69ad397cf28306033.1718605012956.1731296940666.1731299634163.27&__hssc=198680944.2.1731299634163&__hsfp=4060622907
https://contents.cinnamon.ai/contact/inquiry?__hstc=198680944.6eacd1ab434a48b69ad397cf28306033.1718605012956.1731296940666.1731299634163.27&__hssc=198680944.2.1731299634163&__hsfp=4060622907
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